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フードテック官民協議会 2022年度 第1回 総会／提案・報告会
議事次第

1. 農林水産省ご挨拶

2. 本年度の実施内容

3. 本年度のスケジュール案

4. 重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

5. 重要事案に関する意見交換

6. 会員からの提案・報告
• 昆虫ビジネス研究開発WT

• 細胞農業WT

• ヘルス・フードテックWT

• サーキュラーフード推進WT

• 細胞農業CC

• FOOD TECH Lab CC

7. 今後の予定

日時：2022年６月30日（木）15:00～17:00



２ 本年度の実施内容

総会／
提案・報告会

ビジョン及び
ロードマップの

策定

ビジネスプラン
コンテスト開催

オンラインで年3回を予定(本日

を含む)
• 第１回 2022年6月30日
• 第２回 2022年10月頃
• 第３回 2023年2月頃

• 規約変更など活動に関する重要事項を決定
• WT、CCの活動報告
• 有識者の講演や参加者との意見交換

時期、頻度目的、概要

フードテック官民協議会では、昨年度同様に総会、提案・報告会を開催することに加え、ビジョンとロード
マップの策定、ビジネスコンテスト開催等を予定しています。

• 7月頃にWT、CCや有識者から
の意見聴取を実施

• 10～11月頃に意見聴取期間
を設ける

• 成長戦略フォローアップに記載のフードテック推進ビジョン及びロードマップの策定を実施

• 会員、各WT、CCや有識者からのご意見、ご指摘を反映させながら策定を進める

• 10月頃から募集を開始予定
• 23年2月頃表彰予定

• フードテックにかかわる優れたビジネスプランを募集するコンテストを開催する

• 受賞者等のビジネスプランは、メディアへの情報発信等を通じて広く周知を行う

その他
• 毎月月末に配信• メールマガジンの配信

• 希望に応じ通年で実施• 会員等のマッチング支援

WT・CC開催
• 7月を中心に1～2回程度意見
聴取を行う

• 昨年度同様、協調領域の課題解決に向けたテーマごとの専門的な議論等を行う

• 今年度は協議会としてのビジョン、 WT、CCごとのロードマップ策定に向け、事務局からの意見
聴取を依頼予定

• 5月、7月に公募
• 9月頃から開催

（令和3年度補正、4年度の補助事業）

• ビジネスモデル実証事業募集

• セミナー開催

関連事業



３. 本年度のスケジュール案

• 年３回開催する総会／提案報告会の期日をマイルストーンに、 WT、CCとの協議を行い、ビジョン及
びロードマップを策定。

• ビジネスプランコンテストも並行して進行し、２月の総会／提案・報告会と同日に表彰式を開催予定。

2022年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総会/提案・報告会

WT、CCの開催

ビジョン及び
ロードマップ策定

ビジネスプラン
コンテスト

メルマガ配信

関連事業、その他

総会/提案・報告会

ビジョン骨子、
ロードマップ案の検討

補助事業
公募

セミナー等の開催

総会/提案・報告会 総会/提案・報告会

表彰式

意見聴取修正案作成 修正・調整

募集

1次
審査

2次
審査

メルマガ配信

WT、CCの開催

補助事業
公募 セミナー等の開催

決定WT、CC

有識者



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

• フードテック推進ビジョンの骨子

• ロードマップ案



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

作成は、会員の皆様、各WT、CCからのご意見、ご指摘をいただきながら進めたいと考えています。ご意
見等を踏まえ、事務局で資料のブラッシュアップを行います。

➢ ビジョン、ロードマップ作成に向けたタイムライン

作成に必要な視点
や項目へのご意見

修正案に対する
ご意見

最終版のご確認

骨子の検討 修正案作成ビジョン

ロード
マップ

決定・公表
（総会/提案・報告会）

修正・調整意見聴取

ご協力いただきたいポイント

➢ ご意見をいただきたい視点

• ビジョン、ロードマップに盛り込むべき視点、項目
• 参考にすると良い国内外の最新の事例や動向

※農林水産省や関係省庁の見解の整合性などから、すべてのご意見を反映できない場合や、表現や内容を調整させて
いただく場合がございます。

WT、CC

有識者

案作成
WT、CC

有識者
修正案作成 修正・調整意見聴取



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョン

１ はじめに

２目指す姿

３課題と必要な取組

（１）プレーヤーの育成

（２）マーケットの創出

ロードマップ

・植物由来の代替タンパク質源

・昆虫食・昆虫飼料

・スマート育種のうちゲノム編集

・細胞培養食品

・食品産業の自動化・省力化

・情報技術による人の健康実現



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョンの骨子

１はじめに

• フードテックは、バイオやデジタル等の分野における科学技術の発展に伴い、人口増加に対

応した食料供給、環境保護等の社会的課題の解決につながる新たなビジネスとして期待さ

れている。

• 農林水産省では「みどりの食料システム戦略」を策定し、持続可能な食料システムの構築の

ため、フードテックの展開を産学官連携で推進し、AIやロボットにより食品製造業の自動化

等を進めることとされている。

• 政府は「健康・医療戦略」を策定し、「健康に良い食」を科学的に解明し、ヘルスケアサービ

スに連結したビッグデータを整備することとしている。また、食に求める人々のニーズは、健康

志向やアレルギー対応等、多様化している。

• 政府は2022年をスタートアップ創出元年として、スタートアップの創出支援やバイオものづくり

への重点投資を表明している。



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョンの骨子

２目指す姿

日本発のフードテックビジネスを育成することで、日本と世界の食料・環境問題の解決に貢献

するとともに、日本を活性化する新しい産業を創出し、日本経済の発展に貢献する。

（１）世界の食料需要の増大に対応した持続可能な食料供給を実現する

【現状】

• 増大する食料需要や地球環境への負荷、生産資材の価格高騰等のリスクに直面して

いる中、持続可能な食料供給を実現する必要がある。

• プラントベースドフード、ゲノム編集育種、昆虫や微生物の活用、AI等を活用したフード

ロスの削減などの研究開発が進展している。

【将来】

• 気候変動への対応や生物多様性保全など地球環境への負荷低減と、タンパク質源

等の食料供給の増大を両立する。



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョンの骨子

２目指す姿

（２）食品産業の生産性の向上を実現する

【現状】

• 人口減少・高齢化や原材料価格高騰等により、食品産業が厳しい状況下にあるため、

スマート化により生産性向上を図る必要がある。

• AI・ロボットについて現場環境に応じたカスタマイズや対応範囲の拡大が進められている。

【将来】

• サプライチェーンにおける過重な労働負担・人手不足を解消し、食料の持続可能な供

給を実現する。



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョンの骨子

２目指す姿

（３）個人の多様なニーズを満たす豊かで健康な食生活を実現する

【現状】

• 健康やアレルギー対応等、様々なニーズに最適化した食品やサービス等の開発が必要

である。

• 機能性成分含有量の多い作物、完全栄養食、各個人に最適な食事の提案を行うア

プリ、食に制限のある者に対する製品等の開発が進展している。

【将来】

• 個人の嗜好、信条、ライフスタイル、健康状態等を踏まえて個別最適化した食体験を

提供することで、心身の健康を実現する。



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョンの骨子

３課題と必要な取組

（１）プレーヤーの育成（フードテック企業を生み出すための環境整備）

① オープンイノベーションの促進

• スタートアップと大企業、大学等の研究者と企業、農林水産・食品分野と異分野の

連携等のオープンイノベーションを実現することで、新たな技術の創造を促進する。

• テーマごとのコミュニティを形成し、連携先のマッチング、協調領域の課題解決、設備・

販売網・知見の共有等を促進する。

① スタートアップの育成

• ルール整備や消費者理解の確立等に時間を要する新技術を導入するフードテックの

事業化の課題を解消するため、構想から事業化まで適切な資金供給を行う。

• フードテック分野に関心を持つ機関投資家への情報開示の在り方を検討する等、民

間投資を活性化するための環境を整備する。



４．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する説明

フードテック推進ビジョンの骨子

３課題と必要な取組

（２）マーケットの創出（新たな市場を作り出すための環境整備）

① 戦略的なルール作り

• 新たな技術を事業化するために必要となるルール整備について、国や民間による対応

方針を決定する。

• 海外市場へ進出するコスト増大を防ぐため、国際整合性を踏まえたルールを整備す

る。

② 消費者理解の確立

• 食経験の少ない食品について安全確保の取組を進めるとともに、適切な表示、消費

者への情報開示やコミュニケーションを実施し、消費者の信頼を確保する。

• 目に触れ口にする機会の提供や、社会課題への理解を増進する。



ロードマップ（案）

植物由来の代替タンパク質源 ・・・・・ １

昆虫食・昆虫飼料 ・・・・・ ２

スマート育種のうちゲノム編集 ・・・・・ ３

細胞培養食品 ・・・・・ ４

食品産業の自動化・省力化 ・・・・・ ５

情報技術による人の健康実現 ・・・・・ ６

令和４年６月30日フードテック官民協議会総会資料



取組
実施時期

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

味や食感、香り等の向上に向けた商品開発
民間企業
農林水産省

消費者ニーズ等に対応した国産原料を活用した商品開発 民間企業

大豆の新規用途育種素材・品種の研究開発 研究機関

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

大豆ミート食品類JASの普及
農林水産省
民間企業

大豆ミート食品類JASの国際化
農林水産省
民間企業

プラントベースフードのISO規格策定への関与
農林水産省
民間企業

植物性食品を取り入れることのメリットや意義の発信 業界団体

ロードマップ 植物由来の代替タンパク質源

16



取組
実施時期

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

大量生産段階に移行するための、昆虫飼養管理及び製品化システムの技術
開発や、コストダウンに向けたプラント仕様の実証

民間企業

昆虫飼料の養殖魚（魚種ごと）、豚、家きんへの給餌適性の把握 民間企業

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

安全性確保のための生産ガイドラインの作成による、業界全体への消費者
からの信頼性の確保

コオロギの食品及び飼料原料としての利用における安全性確保のため
の生産ガイドライン

業界団体

他の昆虫についてのガイドライン 業界団体

昆虫食・昆虫飼料のメリットや意義の発信 業界団体

ロードマップ 昆虫食・昆虫飼料

17



取組
実施時期

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

ゲノム編集による新たな商品の開発・販売
民間企業
研究機関

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

ゲノム編集技術の利用により得られた生物の生物多様性影響に関する情報
提供のプロセスの迅速化に向けた取組

農林水産省

消費者理解の増進
研究機関
民間企業
農林水産省

ロードマップ スマート育種のうちゲノム編集

18



取組
実施時期

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

組織形成手法の確立
民間企業
研究機関

コスト削減手法の確立
例）使用するタネ細胞（初代細胞、不死化変異細胞等）、成長因子

民間企業
研究機関

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

食経験のない新規食品であることから、安全確保の仕組みの構築
厚生労働省
農林水産省
業界団体

表示ルールの整備・適切な表示の実施
消費者庁
農林水産省
業界団体

タネ細胞の取扱いに関するルールの整備
農林水産省
業界団体

家畜・水産動物衛生のための適切な措置の実施
農林水産省
業界団体

消費者理解の確立 業界団体

ロードマップ 細胞培養食品

現在、業界の協力を得ながら、国において細胞
培養食品に関する開発企業の製法や海外の動向
についての情報収集を図っており、その結果に
応じ、必要な措置やスケジュールを策定予定

19



取組
実施時期

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

既成の AI・ロボットについて、現場での普及・定着を図る
（例：タラコ等のAI検品）

民間企業
経済産業省
農林水産省

試行段階の AI・ロボットについて、優先課題を特定して、食品製造の現場
環境に応じたカスタマイズを図る

（例：ポテトサラダの盛り付けロボット）

民間企業
農林水産省

人による繊細な動きが求められ、AI・ロボットによる代替が難しい複雑な
工程については、AI・ロボットの対応範囲を拡大するための研究開発を食
品企業との連携等により推進する

（例：魚の小骨取り等水産加工の前処理）

民間企業
経済産業省
農林水産省

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

AI・ロボットについて、人間との協働のための安全性確保のためのガイド
ラインの作成する
（ロボットの種類や大きさ、使用環境に応じた出力の上限、必要な安全装
置［緊急停止機能等］、ガード設置等）

総菜製造に関するガイドライン 農林水産省

その他の業種別ガイドライン 農林水産省

ロードマップ 食品産業の自動化・省力化

20



取組
実施時期

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

我が国の食材の栄養・機能性に関するデータ等、健康効果のエビデンスの
蓄積

研究機関
民間企業

個人最適食の設計・提案に必要な技術の開発

個人の健康データ（血圧や腸内環境など）を低負荷で取得できるデバ
イスの開発

民間企業

摂食内容を簡便かつ正確に把握するための手法の高度化
研究機関
民間企業

提案された個人最適食を提供するためのビジネスモデルの確立 民間企業

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

健康データの取扱のガイドラインの検討 業界団体

ロードマップ 情報技術による人の健康実現

21



５．重要事案（ビジョン、ロードマップ作成）に関する意見交換

本年度作成を行うビジョン、ロードマップについて、民間企業、学術関係者等、それぞれの立場から見た
建設的なご意見を頂けますでしょうか。

➢ ご意見をいただきたい視点

• ビジョンの骨子に対するご意見

• ロードマップ案に対するご意見

• 今後の進め方に対するご意見



６．会員からの提案・報告

WT/CCの活動進捗について、ご報告いただきます。

➢ 本日活動報告を行うWT、CC

• 昆虫ビジネス研究開発WT

• 細胞農業WT

• ヘルス・フードテックWT

• サーキュラーフード推進WT

• 細胞農業CC

• FOOD TECH Lab CC
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細胞農業WT活動報告

2022年6月

 

細胞農業研究会事務局広報委員⾧
吉富愛望アビガイル

引き続き参加企業を募集中
連絡先: cellular_agriculture@crs-japan.org （井形宛）
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対象技術・テーマ

概要・目標 細胞農業に関するルール形成の促進

事務局の体制 多摩大学ルール形成戦略研究所
（事務局長: 井形彬、事務局広報委員長・提言書担当: 吉富愛望）

参加申し込み条件 審査の上決定

申込み方法 cellular_agriculture@crs-japan.org

参加メンバー 細胞農業に関するビジネスを本格的に検討している細胞農業企業、食品関連事
業者等（計60社以上）

ウェブサイト http://crs-japan.org/
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活動主旨

政策
提言書の
作成

ガイド
ライン作
成

● 産業の振興に必要な
社会的仕組みをまと
めたものを産業界側
の意見として提言

● CRS細胞農業研究
会を中心として、
NPO、アカデミア
等での継続的なルー
ル審議の場を設置し、
定期的な見直しを実
施

1

2

業界動向
に関する
情報提
供・発信

● 細胞農業産業への参
入を検討する企業・
団体の活動に資する
情報や、潜在的な細
胞農業食品の消費者
にとって有益な情報
の発信

3

● 最適な「一般名称」
● 消費者への情報開示基準
● 品質管理基準
● 細胞に対する権利保護に関する仕組みの検討等

● 細胞農業食品事業者（食品メーカー、セルバンク、培養液開発企業、
畜産事業者等）への参入障壁の緩和施策（補助金、相談窓口）等

● 国内外における細胞農業WTへの新規加入企業によるプレゼンテー
ションを通じた団体間のネットワーキングの場の提供

● 外部講師の招聘によるディスカッションを通じた、細胞農業食品を巡
るルール形成動向等に関する理解の促進
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活動形態及び委員会の詳細

活動形態

定例会

委員会
（希望制）

● 月に1～3回程度
● 企業による発表や作成中のガイドライン・提言書のアップデ―ト

● 知財、一般名称、品質管理基準の詳細ルール検討や大阪万博への参画へ向けた委員会を開
催

委員会の詳細

知財
● 細胞に対する権利保護や表示ルールを検討。既存の畜産業との連携の形を模索

名称
● 「培養肉」「クリーンミート」等乱立する用語から最適な「一般名称」の絞り込み

品質管理基準
● 消費者が安心して商品を手に取るために必要な各種基準の設定

大阪万博
● 2025年の大阪万博への参画希望企業による有志の広報活動
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ガイドライン及び政策提言書の作成に向けた活動

● ドラフト作成期間含め既に約1.8年を要した
（22年3月時点で2回目のドラフト回覧を実施）

● 参画団体との密な連携により、細胞農業産業の実態について把握
 参画団体のヒアリング: 2020/10月より計22社（13回）実施
 ガイドライン・提言書ドラフトの回覧: 計7回の提言書に関する協議や計5回のアンケート
実施

 上記に加え、各種委員会での頻繁なコミュニケーションを実施
 個別企業だけでなく、欧州・米国・アジア・グローバルにてルール形成を行うNPO
（Cellular Agriculture Europe, AMPS Innovation, APAC-SCA, Good Food Institute）、海
外規制当局等からも意見を収集

全体の進捗
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各委員会ごとの進捗

● ①細胞の知財、②細胞農業に関するブランド名の使用について、月1度の定例会（2022年1
月から6月まで、計6回実施済み）において議論を実施

● ①・②いずれについても、既存の知的財産法の枠組みを土台にしつつ、細胞農業に応用で
きる点、新たにルール形成が必要な点に分けて、論点整理を進める

● 先行して①について、提言書の形で、整理の結果をまとめる予定

知財

● 細胞農業食品の名称調査を実施
 選定した候補用語12用語の印象調査を実施
 調査結果をもとに、委員会内で考察・議論

● 今後は一般名の最終決定、結果の公表を予定

名称

● 品質安全基準についての論点とりまとめを実施
 論点洗い出しと優先順位の決定
 各論点に関する方針決め
 国内外企業からの情報収集・集約

● 引き続き論点の洗い出し～国内外の情報集約・共有を予定

品質管理
基準
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2022年6月30日（木）15:00～17:00 @zoom、R4年度第1回目フードテック官民協議会 総会/提案・報告会

代表： 株式会社ウェルナス
事務局： 株式会社リバネス
WT参加者：63機関123名

ヘルス・フードテックＷＴ報告

健康実現のための未来食を実現する
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ヘルス・フードテック市場環境

【市場の動向】
・医療費と介護費の抑制のための疾病予防やウィズ・コロナ時代の

国民の健康意識の高まりによって、さらなる市場成長が期待
・デジタルヘルスケア：

日本人の食事摂取基準などの規格基準に基づいた426サービスの商品化事例有。
ただし、個別ユーザーの健康達成への実効性は不明

・ヘルスケアサービス利用者の4割がコロナ禍で体重およびストレス増、
コロナ禍前よりさらに健康・体重管理を重要視

・ヘルスケアサービス利用者のうち3割が効果に不満
・食の個別化の必要性をヘルス・フードテックＷＴで確認

市場規模（国内） 市場規模（世界）

〇国内のヘルスケア市場規模推計

2025年

12.5兆

円
21%増

2020年

10.3兆円

健康保持・増進に働きかける
ヘルスケア産業の市場規模は拡大

〇スマートフォンで健康記録をしている
/したことがある人

2,237万人

〇世界のデジタルヘルスケア市場規模推計

2024年

6,000億ドル

71%増

3,500億ドル

1ドル120円換算

72兆円

2019年

42兆円

年率8%で2024年まで成長見込み

（H30.4 経済産業省「次世代ヘルスケア産業協議
会の今後の方向性について」より）

BCC Research; BIS Research; For Markets; Global Market Insights; 
Grand View Research; McKinsey Healthcare System& Services Practice 
research; PitchBook Data; Rock Health; Technavio

2020年
869億円

2025年

2,254億円

国内デジタルヘルスケア（Health Tech）
サービス市場予測 （野村総合研究所 2019）
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今年度の達成目標

課
題

目
標

・個別の栄養、健康状態可視化と未来食設計に必要な個別情報簡易取得

・未来食の設計および効果解明のための科学的知見の蓄積

・膨大な量の個人情報を扱う未来食データ収集・解析システム構築

・生産から製造・加工、流通、調理、消費に至るﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ再構築

・新たな健康未来食市場・文化の形成と普及
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プレシジョン栄養学

1. テーラーメイド個人対応栄養学, 合田 敏尚 (編集), 岡崎 光子 (編集), 建帛社, 日本栄養食糧学会, 2009; 2. プレシジョン栄養学が拓く未来の健康食品栄養学, 日本農芸化
学会2021年度大会シンポジウム3DS, 世話人：小田 裕昭、阿部 圭一; 3. 小田裕昭ら. プレシジョン栄養学が拓く未来の健康栄養学 個人対応型オーダーメイド栄養学を可能
にする個別化技術と提供システム. 化学と生物 58(5): 309-315 (2020); 4. Zeevi D, et al. Personalized Nutrition by Prediction of Glycemic Responses. Cell. 2015, 
163(5), 1079-1094.

〇身体(生体)情報
静的(普遍)情報： 遺伝子解析(SNPs)、遺伝子発現解析、タンパク質発現解析、代謝物解析、腸内細菌

解析、生化学検査(血液検査) 【オミックス解析によるバイオマーカー探索とバイオ
マーカー量の栄養摂取量への反映】、家族病歴、身長・体重（体組成）

動的(可変)情報： 体温、睡眠、心拍数、血圧、活動量など(リアルタイムデータ)

〇栄養情報（日常摂取、欠乏・過剰状態ではない）
動的(可変)情報： アンケート、画像(写真)解析、食品成分分析(個別食)など

〇ビッグデータ解析
多検体・多種類のAI解析による多数に共通の最大公約数としての静的(普遍)結果

これらの動的データを解析、評価して
個別に食による健康を実現していく必要がある

5

従来の研究手法では普遍的で大きな成果が期待できるが膨大な時間がかかる1)~4)
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第1回会議：5/31、食品の機能性を裏付ける科学的エビデンス

第1回アンケート：個別化に向けた食品の機能性評価の課題について

第2回会議：7/14、食の個別化を達成するための課題と解決策について（予定）

第2回アンケート

第3回会議：8ー9月、健康未来食の具体例紹介

第3回アンケート

第4回会議：10－11月、総括

第4回アンケート

WT会議＆アンケートスケジュール
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R4年度第1回WT会議(5/31)
テーマ：食品の機能性を裏付ける科学的エビデンス

アンケート結果



ヘルス・フードテックに関する業務や研究で取得される個人の食・身体データの
取り扱いについて、どのようにお考えですか？（複数回答可）

既に望ましい取得・運用が
できている

取得を望むが、（社内・
組織規定等により）できていない

ビッグデータでデータを収集し解
析すること以外に方法なし

● 大多数が「取得方法を模索中である」「取得を望むが（社内・組織規定等により）できていない」
と回答



ヘルス・フードテックに関する業務や研究で取得される個人の食・身体データの
精度について、どのようにお考えですか？

● 大多数が、測定・介入の精度の改善が望まれると回答

医療データとの混在意見が多い。未来の食がテー
マであるが、未来の技術について協議しないのは
どうしてでしょうか？フードテクノロジーとして
精度に必要な技術が何なのか話した方が早い。



個人の食・身体データの管理・取り扱いルールについて、どのようにお考えです
か？（複数回答可）

取得対象者から同意を得ることが
大切である

データ運用管理における透明性の
担保が必須である

自社・自組織ではリスクが高く扱
えない

産官学で実現性の高いデータ運用・
管理ルールを策定すべきである

ビッグデータから、仮想人体観測データに変換してみ

ることも、AIによる解析データとして可能性があるの

ではないでしょうか？

食を栄養としてとらえているのか、生活スタイルに

とらえているのか意見が混在していた。

● 半数以上が、「データ運用管理における透明性の担保が必須である」「取得対象者から同意を得る
ことが大切である」と回答。今後、データの運用管理に関する具体的方策についての議論が必要。



機能性食品に求められる科学的エビデンスについて、どのようにお考えですか？

● 「現在の科学的エビデンスが重要」から「個人ごとのアウトカム・効果が重視されるべき」まで意
見は分かれる結果となった。

食と医療を分けて討議すべき、食の機能は栄養で
あり、野菜に含まれている土壌菌やカビまで追い
かけることは不可能。統計的に解析したデータを
個人が自分の判断で運用することが望ましいが、
医療となると全く考えが異なる。食の機能性は栄
養であり、過不足なく取得するのは食生活のバラ
ンスなのだから、機能性食品と食生活スタイルを
混同するのはおかしい。



機能性食品のヒト臨床試験および効果測定について、どのようにお考えですか？
（複数回答可）

動的・可変データには対応
できていない

効果測定・評価は恣意的に
ならざるを得ない

望ましいアウトカムに
結びつかない

プラセボを排除できなければ
高いレベルでの有効性は示せない

新しい効果測定・評価方法が
開発されるべきだ

機能性食品＝栄養⇒吸収 臨床試験も大事であるが、

栄養自体の根拠があれば、人は納得する。

健康に生きる上で医薬よりも食が大切な人もいるので、

裏付けすることは大切なことであるが、サプリメント

を販売している会社を否定するような取り組みに

なっているように感じる。機能性食品というカテゴリ

が必要なのだろうか？

● 半数が「動的・可変データには対応できていない」「効果測定・評価は恣意的にならざるを得な
い」という結果となった



ヘルス・フードテックに関する事業・研究・取り組みにおける課題について、お
聞かせください。（複数回答可）

ステークホルダーへの認知・理解の取得

買い物難民という言葉のとおり、日本の
流通では偏った大手の食品しか買えない
人も多い。食をもっと個人が選び購入で
きる流通が必要。

● 事業化に向けて、データの取得から受益者へのアプローチまで全般において課題がある状態



WT会議アンケート結果まとめ

〇科学的エビデンス
・食の効果を評価できるデータの質（精度、取得頻度、取得技術）の
明確化が必要
→今の技術でできることから始めていく

・食事提案で健康になる仕組み（セルフヘルスケア、医療行為ではな
い）が必要
→医療行為とは分けて、ユーザー主体でユーザー自身の健康
目標に合わせて自由に選択できるようにする

〇事業化・ビジネス推進
・利用者から高頻度でデータ取得できるツールや仕組みの開発が必要

・取得データの運用管理を可能にする法規制や政策的支援が必要

→今の技術でできることから始めて、課題を抽出し、改善、
フードテック官民協議会内で提案していく
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今年度の進め方

・健康未来食課題解決に向けた活動開始
全体潮流市場レベル

商品レベル

・非侵襲的なバイタル取得と健康状態の紐づけ

・データ入力の簡略化

・データ取得が低負荷の装着型デバイス

期待機能>栄養状態の見える化

期待機能>健康状態の見える化

予定製品>デバイス

今年度は上記項目に関して、会議の定期開催だけでなく、
WT内有志で実証試験や補助金応募などを実施、具体的な目標
達成に向けて活動してヘルス・フードテックの発展につなげる
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７．今後の予定

2022年 10月 フードテック官民協議会 第2回 総会／提案・報告会

2023年 ２月 フードテック官民協議会 第3回 総会／提案・報告会


	第5回タイムスケジュール_v1.pdf
	総会／提案・報告会資料案v3ｒ3.pdf
	220630_WTCC活動報告_データ圧縮.pdf



